
GIRAVANZ Openmind Program

ギラヴァンツオープンマインドプログラム



北九州市ひきこもり地域支援センター「すてっぷ」主催

心の扉を開くプログラムのご案内

協力：ギラヴァンツ北九州



スポーツを「観る」
ギラヴァンツ北九州ホームゲーム観戦（観戦講座＋スタジアムツアー）

実際に体験「する」
ギラヴァンツのコーチとボールで遊ぼう（レクリエーション運動）

運営に「参加する」
ギラヴァンツ北九州のホームゲームでボランティア体験



①対象者について
②GOPの必要性
③コミュニティの重要性

今日お伝えすること



『ひきこもり施策について～ひきこもりとは～』

（厚生労働省HPより）

仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流をほとんどせずに、６か月
以上続けて自宅にひきこもっている状態」を「ひきこもり」と呼んでいます。

ひきこもり」は、単一の疾患や障害の概念ではなく、様々な要因が背景になっ
て生じます。ひきこもりのいる世帯数は、約３２万世帯とされています。

「ひきこもり」の定義



「ひきこもり」からの
回復のゴール

●ご本人がこころの健康を

次第にとりもどしていくこと

●地域社会の中で新たな自分の

あり方をとりもどしていくこと

『ひきこもり状態にある人々の支援：地域においてまずできることは何か』

（国立精神・神経センター精神保健研究所 伊藤順一郎）



自宅以外の場に、安心できる自分の居場所
を見つけ、人との交流の場を見つけ、学ぶ
場、働く場、社会に貢献する場を見つけて
いくこと。

希望や、自分自身に対する肯定的な感覚、
地域社会とつながっている感覚などを再び
見出していく過程であるともいえます。



GOPの必要性
～心理学的な側面からJリーグの理念まで～



心の栄養～ストローク～

〇心の栄養は、人とのかかわり。

コミュニケーションをとること

〇「私はあなたがそこにいるのを知っている」

という、ある人の存在や価値を認めるための

言動や働き（存在認知の刺激の一単位）



心の
栄養



感情

〇私たちは皆、感情を持っている。

感情のない人はいない。

〇一次感情（本物感情）と
二次感情（ラケット感情）がある。



基本的な感情
「怒 り」
現在の問題を解決するためのもの。パワー。生命や尊厳を守る。

「悲しみ」
過去の出来事と訣別し乗り越えるためのもの。

「恐 れ」
未来に起こると予測される問題の解決を促進するためのもの。
危険の回避。

「喜 び」
幸せを感じるためのもの。楽しい、うれしいも同じ。



感情のパターン例
↑

イライラ
↓

↑
悲しみ
↓



本当の気持ちは奥のほうに



Ｊリーグ百年構想

●あなたの町に、緑の芝生におおわれた

広場やスポーツ施設をつくること。

●サッカーに限らず、あなたがやりたい競技を

楽しめるスポーツクラブをつくること。

●「観る」「する」「参加する」。スポーツを通して

世代を超えた触れ合いの輪を広げること。



総合型クラブチームが
地域コミュニティを再生する

●新たな世代間の交流

●地域住民の健康や体力の保持増進

●住民意識や連帯感の高揚

●地域教育力の再生

●学校と地域の連携など地域の活性化

↓

スポーツを媒体とした

地域コミュニティ再生



オープンマインドプログラム
３つのポイント

「観る」

「する」

「参加する」



「観る」



「観る」
6月25日（日）

ホームゲーム観戦 VS長野パルセイロ

（12:30～16:00）（14：00～キックオフ）

＊試合前の観戦講座

（サッカー観戦が100倍楽しくなる秘訣を伝授！）

＊スタジアムツアー（スタジアム内見学）

＊みんなで一緒にホームゲーム観戦＆応援



「観る」
スポーツを観るとき、私たちは自由です。すべて〇マルです。



「観る」
ただ、ひとつだけルールがあります。

それは、他人も同じように〇だということ。

×プレー以外の人格を

非難すること



「する」



「する」
9月13日（水）（13:00～15:00）

ギラヴァンツのコーチとボールで遊ぼう

＊アイスブレイク運動体験

＊ボールを使ったレクリエーション＋サッカー体験

★市内の体育館にて



「する」
ボールを使ったレクレーションでは、

行動を〇マルにします。

「今ここ」の自分を認めます。



「支える」



「支える」
10月1日（日）：ホームゲームボランティア体験

VS SC相模原（時間未定）

※ギラヴァンツのホームゲームでボランティア体験！

※チケットの受け取りや、場内の誘導。準備・後片付けなど

★ボランティアスタッフは、交通費（1000円）＋お弁当付き



「支える」

アドラー哲学の中に、他者に貢献することが、自分を満たす
鍵だというものがあります。

ボランティア活動の中で、チームで現場に入り、様々な活動
を行い、感謝をされることと思います。その嬉しさや、行動し
たことそのものへの満足感が、自分の中の大きな財産となっ
て、未来をささえる一歩になります。



まず、自分というコップを自分で少し
ずつ喜びや嬉しさで満たしていく。
そして、ありのままの自分を認め合っ
ていく。

それが「観る」「楽しむ」の役割です。

しかし、簡単なことではありません。



その後、「支える」ことを続ける中で他者
に貢献しながら承認され、安心・安全が
担保されたうえで、勇気のステージに行
くのです。



マズローの

欲求5段階説

アメリカの心理学者

人間の自己実現を研究対象とする「人間性心
理学」の最も重要な生みの親とされている。欲
求の５段階説（欲求のピラミッド）を主張したこと
で知られる。



コミュニティに属する



参加するコミュニティは
自分で選ぶ

安心と安全の確保

↓

一歩踏み出す勇気

↓

自分らしく

ゆるやかに繋がる



参加できるコミュニティは
たくさんある



スポーツじゃなくていい

「ひきこもり」は広い意味でのこころの健康（メンタルヘルス）
の問題ととらえることができます。そしてそれは、「人と人との
関係性の問題」として考えるべき事がらです。その人の長所
や能力を生かせる関係性が失われてしまった状態が「ひきこ
もり」であるということもできます。

長所や能力を生かせる
コミュニティが必ずあります。



スポーツを「観る」

実際に体験「する」

運営に「参加する」

この３ステップが経験と自信に








